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PTA犬会でさっそうと欧奏楽演奏する中学生たち.
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.シルクロ ド@衣食住 〔司" ゴル金時'-C，1::しで〕

とき… '"月 I~AW. 10月間同 咽 圏 一足桝開館刑制偽記 き ん

.シ帥ロード咽繍胡 (パキス p いドをゆ位として)
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保健センタ
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急』

〈亘書翼舎につ tて〉 可，.，・~ 111 511!~..生Sれ£チでa処..ι必腎.人陪

母子健闘府，-・.縛@のうえ衡を諌窓口ま

で，・."だき、、

闘する心配ごとのある人凶気慌に開後し

て(f，舎い.

・日 Silnn"昨 前 時時、H ・

ととろ 保健.μ ，. .剣 ""'.uiilll

止の人 ・・し込h---.置で巾伶B・・・.

増怠慢ヘー
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綬栂ちん陶 土で衝し〈過ごし重ぜんか

・対・ 予定阿炉来・rt-211で.聞と

して‘同受揚で..初妊舗“， ・園"し

込b…件徳"褐， ~ I:!主河野 氏名 ..  

竃鼠骨骨 仙盆予定11.r句観般電電"監盟

主唱.'で 8I1>Oll 1でに市役所健康噌. 

. ヘ多も場合'"自遷.

開 制岨臼とも銀世 ンター

咽

9:D 

1，:lXI 

l静岡'l'''.''.i.“帆叫伺
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今..も可保.
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.占めるものと予想各れます

角ド』 度IU.lドん検 .を受け 単則，

見し健康仁努ぬまLょう

惨ときととろ -Ul. ~勾・Rω."
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大型ごみ電話申し込み方式が一部変わります

数

量
昨年10月から開始した大型ごみ電話申し込み方式
白人 8月 1日かう 部変更になります。

正
し
い
利
用
で

型
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え
る
命
」
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E
利
用
禄
跨

薫製箆費巴主受ご鍾里色込金皇室主主.. 
資代容を決めて 4棺，.以上10世俗程度まとめて巾し込みができ ます

主主』号事でしてください.

iI1張所連絡所帯に置いてaあり ま場

0
 .
.
 

申し込み点数が6点以内になDます

自分でせん定した植木田筏葉・落ち葉・草・布類等も

申し込みでをます

。。

吋月一
一

…&
…
 

依

調減努

百搭ち~植木の校集

問い合わゼ電話番号

71・3012

1.・にλったもの}

:ファクンミリ番号

71-9166 
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個別}.・岨....-.色川司L.<< • 
. 儒奮闘H・.
四人 .~1I .央ピル盤亀

次の収集区域ηJYJ本側欝良市薦鍵公社 へ'1'し込んで〈ださ".

佐世市.."，.叫鎗川島

学凶・・四 阿"，，1>唱E
也 4恥凶・・ "'・.嶋崎
E222t主ZEE-rr・1
・山 富山叫 (C-l>. 

問い合わせ電路番号
奈良市大安寺西三丁目10.21
側奈良市清貧公社宛

..送先

2
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;
i
i
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"干 33-8782 

<~Iフ付11>
0午前8時~午後3関(月~盆陽自)
事月~盆調18で体自にあたる目も受11付。しています.

〈注意事~>
C申 し込み~.隊 ，".月に 1 固でお闘いし.~.
C大型ごみを出亨鴎" ロド周畠jと問事し 出，人の名前を忘れ守に
.いてくださいまた市し込み以"のごみlill&.しまぜん.

0月瞳日や休日の週目隠 大変電信が混姥します.電Z奮が白かりにく
い時志 曜日や時間織を，らしてか11てください

豪復しみんだより限再生艇を使引用しています.

"みそit帥 q て〈れます λれる.にh てみ拘置を捕しているけ ぞれ判的

『男だ11'r， !l:だ場ら」と決めつ"ず お互いの立場に立って何でも しようとする穿を太切1:11"てたいも

(H)夏を皐じ告せるもの.rならまっ句Jの企画ページ1:1罰金治かえている集NJ¥;の姿.会良の夏の 1~ ー

〆と して す。か町定宕しλfならまっ句J 今匁もたく唇んの嘗加を待っています.r佐)
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